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高齢者福祉政策研究の概観と山間地のコンビュータ通信

ネットワークによる福祉行政に関する一考察
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General View of Studies on Aged Welf a即 Policyand W elf are Administration 

Ba駒don Computer Communication Network in Mountainous Area 
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Aged persons (over 65 years old) account for 16 percent of the population in 

Japan. The ratio will increase in near future. Kimita village is a village with 

one of the highest percentages of aged persons (34.7%) in Hiroshima Prefecture. 

The advanced system of information is intervened to enhance their aged life 

from the viewpoint of ergonomics welfare. 

In this research， we reviewe studies on social welfare administration for aged 

persons and understand the problems. And we discuss about the regional plan愉

ning of depopulated areas， especially the information maintenance of welfare. 

The main purpose of this research is to investigate the usability of a computer 

for aged persons and the evaluation of information contents in Kimita village. 

As the main result of this study， we could understand that aged persons can 

not easily use a present computer and information-oriented society improves 

their quality of life in mountainous area. 
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1 .はじめ ι

山間地域の高齢化率は40%を大きく超える地域

もある.山間地域おける高齢者社会福祉政策や新

しい椙祉環境の整備に対する要求が高まり，各自

治体は様々な試みを行ってきている，たとえば，

情報通信ネットワークを用いた社会福祉政策や計

画が実施されようとしている.しかし，その多く

は施設整備等のハード面に力点が置かれており，

高齢者の立場に立った情報コンテンツ及びその提

示手法等のソフト閣の検討は十分ではない.

山間地の過疎地域では，医師は常駐せず，巡回

等により対応している無医村も多く存在し，阪療・

福祉における情報も不足している.保健，医療，

福祉施設等の空き状況の案内や在宅医療，デイサ…
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ピス等に関する情報コンテンツの質的向上が求め

られる.社会福祉問題を個人や家族だけの問題と

して捉えず，情報の共有，サ}ピス循環等を含め

た地域全体の課題とすることが今後の過疎地の政

策として麓要になると考える.

本研究では，まず，高齢者福祉に関する研究事

例を概観し，福祉行政の問題点を把握する.

次に， 山間地に在住する高齢者の QOL

(Quality of Life)の向上を目的として，広島県

君田村を対象にコンピュータ通信を中心とした高

齢者のコンピュ…タ・リテラシー，福祉情報にお

ける基礎的資料の把握を主目的として，訪問調査

とアンケート調査を進めた.

2.高齢者社会福祉政策と計画に関する研究

著者らは，地域計画の中でも高齢者に関する問

題が山積みであると認識している.本来，地域計

闘の主題は社会禍祉向上ではあるが，その対象は

健常者であった.しかし，前述したように過疎地

における高齢化の問題は深刻である.ただし，都

市部においても同じ問題はある.

高齢者社会福祉政策や計画は広範囲にわたる議

論がなされねばならない.特に，施設整備も重要

であるが，今後は高齢者も考蔵した施設の連用や

情報提供などの在り方を考えることか軍要である.

高齢者が利用しやすい施設は若年層にとっても利

用しやすいはずである.

この輩では，地域計閣の中で議論されなければ

ならない情報通信ネットワークによる高齢者福祉

政策や計画に注目して既往の研究や事例をレピュー

する.

(1 ) 高齢化に関する研究

ヨーロッパ諸国における高齢者政策の歴史は長

く，わが聞が見潤うべき点は多い.特に，高齢者

補祉政策の中心が医療政策から介護政策，在宅介

護政策，さらには健康な高齢者に対する政策へと

変化している現在 我々はヨ…ロッパの高齢者政

策切り替えの迅速さを見習わなければならない1)

高齢化社会における福祉行政の重要性が認識さ

れている中で，行政と住民との聞での認識が一致

しているかという疑問もある.要求される施策の

方向性についての住民と行政に対する調査による

と，高齢化社会に対する意識や施策の方向性につ

いての考えは住民と保健所の保健婦および事務職

の間には相違のあることも報告されている 2) 

さらに，高齢化社会における社会資本整備にお

ける公平性の問題も生じてきている.世代間での

公平性を保つためには，新たな治加的政策を行う

必要性も論じられている 3) 

(2) 福祉情報の共有や遠隔医療へのコンピュータ

通信システムの導入に関切る研鈍

インターネットの双方向性に着目し，住民参加

の手段としてインターネット利用の可能性が検討

されてきている.

以前より，医師対医師，医師対行政，あるいは

医療・保健・植祉のサーピスの質の向上を目指し

た地域医療に関する情報システムとしてファクシ

ミリやコンピュータによる通信システムの開発に

伴い，その迅速化と効率化が図られてきた 4)商

品位テレピのコストダウンや光ファイパ…の導入

により一層の進展が期待されている.

また，過疎地域と都市部との情報格援を縮小す

るための政策努力が今以上に求められている.住

宅福祉サーピスを補完するため， TV鷺波の未利

用帯を用いて福祉サ…ピスの窓口や介護の相談を

しようとすることも提案されている 5)一方で，

「財政力の弱さを補う策j，r比較的小規模な投資
と維持費で実効性の高いシステム構築j.r情報に
関する専門的知識を持った人材の供給j.r高齢者
に多くみられる情報弱者への対応、策J等は過疎地

域で情報化を進めていく上で緊急、を要する課題で

ある.しかし，過疎地域の事情はそれぞれ異なっ

ており，同じシステムを一律に構築することは実

効性を大きく損なう.しかし，過疎地域において

情報通倍システムの構築が異なる事業分野間での

連携効果が容易に発揮されることも事実である 6) 

また，インターネット上に構築される福祉情報
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システムには，多彩な形式による表現が可能なマ

ルチメディア性，個別相談や業務に対応すること

が可能なインタラクテイブ性，広範なアクセスを

可能にするシステムと情報の共有化が要求され，

今後ますます重要になる7)

(3) 高齢者用コンピュータ端末

高齢者用のコンピュータ端末と同様に身階者に

とって操作性の高い端末が精力的に開発され，様々

な提案がなされてきている 8) 

きて，高齢者用の端末に関してであるが，たと

えば，高齢者に多く見られる白内障による視覚障

害者を考慮したホ…ムベ…ジのバリアフリ…化が

検討されている 9)当然加齢とともにコンピュー

タ操作能力は表えるので高齢者に過したコンピュー

タのインタ…フェースデザインの重要性が指摘さ

れている 1O. 1 1 )さらに，ヂザインを改良するこ

とが高齢者のコンピュータを利用する能力をさら

に高める事実も指摘されている 12) 

(4) コンビュータ・リテラシーに関する研究

コンピュータを使っている高齢者でさえも若い

人に比べてコンピュータ操作を間違い易く，回復

に時聞を要することもいわれており，高齢者に適

したシステム構築の必要性が指摘されている 13) 

ソブトウェアについても，コンピュ…タを操作

する際，高齢者が陥りやすい問題があり，その問

題点が整理され，高齢者用の通信ソフトの設計理

念も提案されてきている 14) 

高齢者はコンピュータを利用することを敬遠す

る傾向が強いことが首われており，今後の情報化

社会の中で高齢者のコンピュータ利用を促進する

必要性とそのための提案もされている 15) 

このことは著者ら 16)も確認している.しかし，

高齢者はコンピュータ操作指導を受けることによっ

て口ンピュータリテラシーは大きく向上すること，

向上したリテラシーも途中でコンピュータを操作

しない期間が続くとコンピュ…タリテラシ…能力

は急激に低下することも明らかにしている.

(5) 情報コンテンツ及びコミュニケーシヨンに関

する研究

現在，インタ…ネット上で提供されている行政

情報は，十分な選択性・双方向性が備わっておら

ず，現状ではユニバ…サル・ユースを満足するも

のは少なく，効率的に情報提供ができていない場

合が多い 17) 

一方，コンピュ…タ棟作が単純であれば，高齢

者はメ…ル交換を望んでいることも明らかにされ

ており，コンピュータ環境の整備の必要性が指摘

されてきている 18)

また，平均的な高齢者の情報の収集源はマスメ

ディアが一番多く インターネットをあげた者は

少ない.しかし，希望するインターネットサ}ピ

スとしては遠隅医療，在名選挙等をあげており，

インタ…ネットに対する関心は強い 19) 

3.過疎地における情報通信システムによる福祉

政策に関する事例

ここでは，過疎地における格祉行政にコンピュ}

タ通信システムを用いようとする事例に関して考

察する.

(1 ) 情報先進国アメリカの事例

1992年，米国のパ…ジニア州ブラックスパーグ

は，町民に対して低価格で利用できるインタ…ネッ

ト接続サーピスを開始した.行政当局自体も高齢

者の楠祉情報をそのインターネットを通じて発信

するよになった.しかし高齢者自体がコンピュー

タを操作できることが要求されるようになり，パ…

ジニア大学の学生が高齢者のコンビュータ操作指

導をし，大きな効果をあげた事が報告されている

2 0) 

同じ時期に，コロラド州の山間地テルユライド

も情報通信網を整備して 地域の情報化を進展さ

せた.情報化が進展した事により，山間地が都市

部と変わらない情報入手や発信が可能となり，都

心部に存在しなくてもよい企業が環境のよいテル

ユライドに移転してきている例が多く，若年周の
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転入噌加が報告されている 21 ) 

(2) わが国における先進的な試み

日本においても多くの地域で情輸通信ネットワ…

クを用いた行政の取り組みがなされ，紹介されて

きている.その中で代表的な事例を紹介する.

富山県山田村では村内の希望世帯の全戸にコン

ピュ…タを配布して村の活性化に役立てている.

山田村はインターネットによる情報網の整備によ

り，若年層の人が定住したという事例もある.

記の各プ口ジェクトの背景には，コンピュ}タを

指導したボランティアグループの活動が大きく貢

献している 22. 2 3) また，今年からは，山田村と

宮山医薬大学とが協力して高齢者の健康管理や遠

隅医療の検討を行う予定である.

また，医療・楢祉に特化した例では椙島県葛尾

村 24)の例がある.葛尾村では，テレピ電話の視

覚的効果を活用して情報の取得はもとより，適用

範囲を逮隅匪療や服薬管理までに広げている.昨

年からは，薬の宅配が認められる法律も制定され，

過疎地の通院者は薬のための通院が緩和される.

さらに，著者ら 25)がヒヤリングに訪問した

山県婦負郡八尾町においても，高齢者宅と町内の

総合病院や庶院とをインタ}ネットで結んだテレ

ピ電話いよる医療相談や指導事業を開始している.

(3) 広島県内における試み

1999年の8月，著者らは以下に記述する町村ヘ

ヒヤリング調査を行った.以下にその調査結果を

要約する.

(a)君田村

本調査研究の対象である広島県双三郡君田村で

は， 1998年から行政と NTT中岡刻土が中心となっ

て「高齢者福祉のマルチメディア共同実験Jが行

われている.この実験において65歳以上の高齢者

がいる50世帯と村内の各施設にそれぞれパソコン

が設置された.それに伴い，簡易操作端末の導入

や定期的な講習会，役場職員によるサポート等積

極的に村の情報化に取り組んでいる.このような

社会実験は中間地方では初めての試みである.当

初，高齢者にパソコンがなじむのかという疑問が

あったが，高齢者は地域や社会との接点を求めて

いることに着目し，問題点の把握とその改善策を

検討し，イン夕伽M山.網岬.

について実験を開始した.モニターの中には80歳

を超える人もおり 「電子メ…ルによる交流がし

たいJ等，意欲的にパソコンを活用している‘そ

の反面， rパソロンはよくわからないJや「今の
君旧村に必要なものなのか」という人もいる.今

後，このシステムは都市との距離感や心の疎外感

を埋める手段になるのか，何故使われないのか等

について検討し，将来に備え問題点を浮き彫りに

して行くことが課題である.

(b)豊訴町

畳浜町は，人口2，434人 (1998年3月末現在)

で高齢化率42.6%と広島県でも 3番目に過疎化の

進む町である.この町では，健廉管理の徹底をす

ることにより過疎化を止めようとしている.1997 

年から町営のケ…プルテレピ「ケーブルとよはまJ

(CTT)を利用した在宅健康管理システムが試行

されている.これは，行政からケーブルテレピに

よる情報提供を行うだけでなく，双方向性を充分

に活かし，自宅にいながら個人の健康情報を送信

できるシステムである.町の禍祉センタ}に送ら

れた健康情報はパソ沼ンで一元的に管理され，保

健婦や看護婦が定期的にチェックしている.現在

266世帯にシステムが導入され，保健婦たちのサ

ポート態勢も整っている.しかし， r測定するの
が面倒Jゃ「日々の健康状態まで役場に知られた

くないJ等の理由によりデータを毎日送信してく

る高齢者は少なく 1998年9月では全体の約1/

3程度の人しか送信していない‘高齢者が新しい

機器に不安や抵抗を感じるのは当然のことである

と割り切り，今後，さらにシステムを導入し利用

の促進を進めていく姿勢を示している.

(c)作木村

作木村は中岡山地内に位置し，人口は約2，100

人，高齢化率は47%強と広島県で最も過疎化の進

む村である.この村では， r高齢者でも安心して
住める地域だから高齢化率が高いJという村を目
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指すために在宅健康管理システムを導入した.こ

れは，高齢者のいる世帯182世帯 (1999年9月現

在)に問診システム，血圧と心電図の測定器を設

置し，電話回線を通してデ…タを福祉センターに

送信する.保健婦が送られたデータを管理し，異

常が見つかればすぐに対応するものである.同じ

ようなシステムを導入した全聞の自治体では利用

率30%というのが一般的であるが，ここでは70%

前後の高齢者が測定傭を送信している.このシス

テムについて「病院に行かなくても血圧や心電図

が測れるjや「保健婦がデータ管理をしているか

ら安心して使えるJなど好評で，さらに利用者を

増やす活動を進めている.

(d)大崎町

大崎町では， 1997年から「ホ…ムヘルプ支援シ

ステム」と呼ばれるホームヘルプスタップたちの

情報共有が行われている.本システムにより痴呆

症や桟たきり等の身体情報，介護内容，緊急時の

連絡先，既往歴，主治医等の47項目について23人

のスタップが情報を共有している.県内の社協に

おいては初めての試みである.現在は現場でメモ

きをして事務所で入力するほうが効撃的である

が，今後，訪問先が増えたら小型パソコンを携行

して現場で援録するという計画もしている.この

システムについて「どのヘルパ…が来ても手際よ

くケアしてくれるJという安心の声があり，引継

ぎがよく行き届いている現状がある.

(8) 今後の課題

高齢者のコンピュ…タリテラシの向上は重大な

課題である.現在の高齢者を対象としたコンピュ

タ指導体制や手法が，早急に提案されることが必

要である.

将来的には，若いときからコンピュータを操作

できることが必要であろう.日本・米関・韓国・

シンガポールにおいて情報通信機器等の利用動向

および情報化に対する意識調査が行われ，その結

果，わが国がもっとも遅れていることが報告され

ている.特に， 10代20代のパソコン操作能力につ

いて，日本がもっとも低い水準である.今後， 21 

世紀を担う若い枇代に対する麓点的な人的資本投

資こそが最重要課題となると指摘されている 26) 

高齢者が期待している情報コンテンツそのもの

に関する研究は非常に少ない.さまざまな視点か

らの調査研究が行われることが必要である.本研

究では，この点に着目し，調査研究を行なう.

山間地や無医村地での渡隔医療システムを導入

するにあたっては 医師側の積極的な理解と医療

制度そのものに踏み込んだ課題がある.現在のと

ころ，地域の基幹医療施設と行政および住民間と

で実験が行われており 問題点の洗い出しが行わ

れている段階である.たとえば，富山県の八尾町，

山田村では実験が進められている.今後の結果が

期待される.

現在，行政側の組織体制が不十分であるといわ

ざるをえない.情報通信ネットワークに熟知した

職員を抱えることが翠まれる.人材の教育が忽務

である.

4.高齢者のコンビュータ環境調査の概要

本研究の最終目的は，行政，医療機関，福祉事

業者，住民等が，高齢者が身近に感じる医療や禍

祉に関する必要な情報を提示，共有して支搬する

とともに，高齢者自らも健康状態についてもパソ

コンをベースとして阪師とコミュニケーションが

とれるシステムの構築である.

研究の日的を達成するために，実験対象組織と

行政が行っている各実験概要について述べる.さ

らに，本研究の目的を実現するために各項目につ

いて検証を行った.

(1 ) 調査対象地域の概饗

広島県双三郡君田村は，県北の中山間地に位置

している.林野が村の面積の87%を市め，主要な

産業は農林業である.町役場等を含めた主要施設

は標高200m付近に点在している.村の全世帯数

は平成四年11月現主E，662同，総人口は2，042人で

あり，人口は減少傾向にある.65成以上の高齢化

率は36.1%である.
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(2) 実験で提供される情報コンテンツ

被験者にインターネットを通して提供される情報コンテンツは大きく分類して以下の 5項目である

(図“ 1参照). 

(1)ボランティアサボ…卜t!ンター

一病院…

ω福般傍線サービス
ー陸療保健センター…

働V¥/ι
42私J、

JIIII" 
(3)コミュニティサーどス

一家庭一

目、¥←7

Z週E

(5) ホームヘルパー交接サーピス

ーホ…ムヘルパ…支擁センタ…一

、町h
(4)信託施設管理ザ…どス

一村役場一

価土

図-1 提供サービスのイメージ

(a)補祉情報流通サービス

各施設の端末から特別養護老人ホームの入退所

管理，保健婦・ヘルパーのスケジユ}ル管隈，ホー

ムヘルプサ…ピス・デイサーピス・ショートステ

イ等の施設利用状況検索と利用畳録を可能とする

サ}ピスである.

Cb)人材派遣・ボランティア支援サービス

働きたいと思っている人の情報を登録管理して，

手助けを必要としている人に紹介するサ}ピスヤ

ある.

Cc)コミュニティサービス

電子メールや掲示板等を利用することにより行

政と住民，住民相互のコミュニケーシヨンを活性

化させるサーピスである.

Cd)福祉施設管理サーピス

自宅の端末から福祉施設の空き状況等を確認で

きるサーピスである.

(e)訪問介護支援サービス

保健婦やヘルパー等が，お互いに訪問介護の情

報を携帯端末に入力し，お貰いの情報を共有でき

るサ…ピスである.

これらのサ…ピスは情報管理センターで一括管

理されており，図蜘2に示すように各高齢者世帯

のコンピュ…タから閲覧し，予約できるとともに，施

設の端末から情報の吏新も容易に行えるものである.

(3) 実験項目とその目的

著者らは，高齢者に対するコンピュ…タ操作指

導がコンピュ…タ操作能力の向上プロセスとリテ

ラシー能力に及ぼす影響に関する研究 16)はすで

に発表しているので，以下の項目について研究を

進めた.

調査内容の概要は以下のとおりである(図幽3

参照). 
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(a)使いやすい端末の選定

操作性の良貯な端末の選定とデバイス等，機器

の問題点を把撮する.

(b)高齢者が必要とする情報コンテンツ

各種の福祉コンテンツとニーズの高いコンテン

ツの調査と問題点を把撮する.これより，高齢者

をはじめとした地域住民が必要とする情報の提示

が可能となる.

(4) 実験に用いる端末の準備

高齢者にとって操作性の優れたインターブエー

スの把握を行うことが目的である.

以下の3つの質問(評価項目)により端末機器

の評価を行った.

(1)どの端末が一番使い易いか.

(2)どの端末が見たいメニュ…を探しやすいか.

(3)立ち上げ，終了手続きの操作性はどうか.

実験に用いた端末は，高齢者が使いやすい，操

作しやすい端末の把握を念頭において，通常のパ

ソコンを合む6種類の端末を準備した. (図-4参

照). 

(a)タッチパネル端末

マウスの代わりにヂイスプレイに直接触れるこ

とにより機器の撤作を行うものである.文学入力

はキ}ボードで行う.

(b) TVIQ端末

ホ外線によりパソコンとスマートペーパーリモ

コン聞で通信するものである.リモコンのボタン

に登録された座標を押すことでボタンに登録され

た操作(マウスカ…ソル，クリック，スクロール)

がVisualBasicを介して実行される.文字入力

はキ…ボ…ドで行う.

(c)テレビ接続対応パソコン端末

マウスの代わりにリモコンで操作(マウスカー

ソル，クリック，スク口一ル)を行うものである.

文字入力はキ…ボ…ドで行う.

(ct)インターネット接続専用端末

マウスの代わりにリモコンで操作(マウスカー

ソル，クリック，スクロール)を行うものである.

基本的には文学入力はできない.

宅コ ! 

タッチハo~Jl，端末 TVIQ端末 テレピ接続対応ハ。'}Jン

j 
神 ，3 - ~.J 什でみ、，f:f哨場:;!ぺ'T〆

4 ・ ~":r.:ト噌緩轟純輸宇 H勺，ぅ I P:. 11?? 
イントネット機織端米 イントネット対応ゲ北端末 通常のPC

図ぺ 実験に使用した端末
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(e)インターネット対応ゲーム機端末

マウスの代わりにコントロールパッドで操作

(マウスカーソル，クリック，スクロール)を行

うものである.文字入力は困問上で文学を選択し

入力を行う.

用意した. 08に Windows95を搭載したパソコ

ンである.

(5) 実験環境

( f )一般のパソコン

本実験を行うに際し 図帽5に示す環境を整備

した.

一般のパソ 1ンで，上言問機種と比較のために

諮問村内の実験護

NTTの摸験盤
INSネbト643回線

リモートアヴ令ス

Jv-事(MAX4000)

WWWサーバ
CWindo愉鰯NT40，トlIS)

WebIこよる情報発信

( 1)現復無線放送で流しち，、る村内情報

(2)繍4量制度情緒

(3):君臨村ホームページ
コン宇ンツ作成m~器来

凶-5 完験環境

各端末から外部へはアナ口グ・ 18DN回線で接

続されており，この回線により，以下の 3つの情 (6) 被験者

lNSメイトV3
-DSυ • 

テレビ後続パソコン立高来(lナ目。')1

F 
-
川般のパソコン嫡米(7ナ口ゲ)

報を被験者に提示した. 本研究を実施するにあたり，合計39名の被験者

(a)無線情報 により各端末の評価を行った.年齢階層別被験者

村内の生活情報の案内(従来は各家廃に備え 数が表-1に示されている.

付けられた受信機のスピーカーから村役場の情報

案内を聞く (7) 評価尺度

(b)福祉制度情報 各被験者には高齢者の立場に立ってそれぞれの

福祉に関する様々な制度に関する情報案内 インターフェ…スの評価 コメントを脅さ込んで

(c)君田村ホームページ もらった.個々の端末の操作性に関する「使い易

君旧村が外部に発信している公式のホームベー さ」を 1位(6点)から 6位(1点)， I立ち上~f'j

ジ，これらの情報を閲覧することによりそれぞれ 「終了」の手続きの操作性について， “非常によ

の端末のインタ…フェ…ス評価を行った. い"から“非常に患い"の5段階評価を行った.
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表1 被験者の年齢

年齢階層 男性 女性

40才代 O( 0) 2( 5) 

50才代 O( 0) 3( 7) 

60才代 10(24) 12(29) 

70才代 10(24) 4(10) 

80才代 l( 2) O( 0) 

合計 21 21 

数値は人数， ( )の数値は%

(8) 情報コンテンツに関守る調査

(a)調査概要

本研究の最終的な目的は，上記でも述べたが福

祉情報の共有化，連隅医療の実現に向けて各項目

を実験により検証することである.ここで，高齢

者が必要としている情報の中身(コンテンツ)を

把損するために，村内の住民を対象に必要とする

情報について調査を行った.

情報化を行うに際し，高齢者をはじめとした地

域住民が必要としている情報を把揺することによ

り，提供する情報の有効性を知ることが可能とな

る.

(b)調査方法

60 

50 

40 

，.....、

~ 30 

20 

10 

。
健一

W

1

口

伎一

W

2

・

共同実験の終了する直前である2000年2月に村

内世帯571の全戸を対象に質問紙による調査を行っ

た.384世帯から回収することができ，間収率は

67.3%となった.

5.実験結果と考察

(1 ) 使いやすい端末の選定結果

( a )機種別の操作性

端末別の操作の容易きにおける集計結果を図幽

6，図削?に示す.ただし，各端末の略記号を以

下のようにする.

①タッチパネル端末 (TouchPanel) : TP 

②TVIQ端末 (Touchand View) : TV 

③テレピ接続対応パソコン端末 (VisionConn 

ect) : VC 

④インターネット接続専用端末(InfojackBox) : 

IB 

⑤インタ…ネット対応ゲ}ム機端末 (SEGAS

ATURN) : S S 

⑥一般のパソコン (PersonalComputer) : PC 

一番使い易い端末として TVを指摘した人が

約50%，次に TPを指摘した人が40%程度となっ

た. 2番目も順位は逆転したが， TPt TVとも

同様に高い指摘となった.被験者のコメントで，

位
一
一
川

q
M

・欄
崎
一
釦

位
一
間

a晶1

・・
位一

mw

s
口

図i 機種別にみた使いやすさ
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TP いついては“感覚的に操作ができる"という

点が評価された.TVについては， “表示がわか

りやすい"などのベ…パ…リモコンの操作性が直

接影響しているものと思われる.これら2機種は，

通常の PCをベ…スに付加機能を加えたものであ

り今後，高齢者の操作スキルの向上とともに要望

に応じて通常の PCへの移行も可能となる.その

他の機種として， VC， IB及びPCがあるが，使

いやすいと答えた被験者はほとんどなく，概ね不

評という結果になった.

特に PCが，…番操作性が悪いと答えた人は被

験者の過半数を超え，煩雑な操作が初めて使う人

いは難しく不評の原悶になったと思われる.ss 
は， 1， 2イ立とも15人程度いることが控目される.

これは， 20---30歳代の人に多くゲ…ム機に慣れた

人の結果が影響しているものと思われる.年齢別

に見ると，やはり高齢者のほうが TP及び TV

を操作しやすいと捉えている.

j敢に，高齢者にとってより使いにくいと評価さ

れている端末はPCであった.しかし，年齢別の

差は特に大きく影響していない.つまり，年齢よ

りも端末そのものの操作性が大きく結果に影響し

ている.

(b)立ち上げと終了時の操作性

6 

5 

4 

4
0
 

〈
噸
撤
収
制
川
町
〉

2 

O 

Tド TV 

。20歳台から40歳台
闘50織台から70競合

VC m ss PC 

(機構別)

lヰ 7 年齢別にみた使いやすさ

5 

4 

q
d
 

〈

喋

叫

時

十

)

2 

O 

TP TV 

日立ち上げ

闘終了

口番組の行き方

VC ss PC 18 

(端米)

図-8 機種別にみた使いやすさ



74 高齢者福祉政策研究の概観と山間地のコンピュータ通信ネットワークによる補祉行政に関する一考察

立ち上げと終了時の操作の容易さに関して集計

した結果を図幽8に示す.立ち上げで最も評価が

高かったのはssであった. これは， ssが電源
ボタンひとつの操作と比較的早い立ち上がりのた

め評価を得たものと考えられる.続いて， TV， 

TPが良好な結果となった.VCはリモ口ンの操

作性， PCは煩雑な操作手続きが不評の結果につ

ながったものと思われる. 番組の行き方に関し

ては， TV， TP， SSの順に評価が高いと評価さ

れた.特にこの中でも TV及びTPは平均点が4.

3根康と非常に評価が高くなった.理由としては，

クリックをはじめとした操作性の良好ぢが関連し

ていると考えられる.ここでも， VC及び PCの

評価は，立ち上げ時と同様低い結果となった.

終了時については， TV， SS， TPの順になっ

A写真附1 TVIQ端末の操作風景

た.TVはリモコンの“電源を切る"ボタン 1つ

で終了できる点が評価されたのであろう. SSは

ボタン 1つで終了 リセットが可能である点が評

価の高くなった原因と考えられる.つまり，終了

手続きの間数が終了の操作性に大きく寄与してい

るものと考えられる.これは，一番評価の低かっ

たPCが， “ス夕一ト

“電j源原を切る"と終了までに 3聞の手続きを踏ま

なければならない煩雑さから評価されたものと思

われた.

(c)まとめ

“操作が容易"な端末を把握するよで総合的な

評価として TVIQ端末(写真-1 )が一番評価が

高く，続いてタッチパネル端末(写真幽2)の評

価が高いという結果になった.

V写真-2 



小松孝二・今回克典・ 誠 75 

(2) 情報コンテンツに関守る調査結果 闘-9はク口ス集計を行った結果を訴している.

本節では，地域住民が必要とする情報を把握す

るため，調査結果を年齢別にクロス集計するとと

もに，コレスポンデンス分析を行い各年齢階層が

必要としている情報について考察する.

(a)必要とする一般情報

(年齢)

全体

40-49 

50-59 

60-

全年齢層で必要とする項目として，天気予報，囲

内情勢，産業・経済情報等が挙げられる.

次に，年齢別，特に高齢者が必要としている情

報は，政治関係，健康・楢祉情報が大きな指摘事

となる傾向にある.関-10にはコレスポンデンス

0協 10覧 20唱 30弘 40唱 50弘 60首 70覧 80私 90拡 100弘

(回答率)

| 圏内情勢 ・政治関係 際世界情勢 峨産業・経済 1 

| 天気予報 口教育・文化 ・健康・福祉 ・観光・レジャーi

lヌJ-9 年齢階層別にみた必要とする…般情報

@ご極主選

広援面開

図-10 必要とする一般情報
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ない.

(b)必要とする地域情報
分析で得られた年齢階層と各情報コンテンツ聞の

関係を平面上にプロットしている. 40-49歳の年

齢階層は産業・経済， 50ω59蔵の階層は観光・レ

ジャー， 60歳以上の階層は政治関係，健康・楠祉

の情報こコンテンツの近くにマッピングされている.

天気予報，国内情勢は年齢に大きな関連は見られ

上記と同様の分析の結果を図-11，12にホす.

(年齢)

全体

40-49 

50-59 

60同

0弘 10拡 20覧

櫨意図村議会

踊税金、保険
副医療機関
翻産業搬興

まず，全ての年齢層で必要とされている項目と

して，地域行事，暮らしに関すること等が挙げら

れる.

30略 40拡 50協 60拡

園地域行事
閥暮らしに関する ζ と
口住民驚鍬
図図書館情報

70首 80弘

・学校制教宵
削介接保験
細農業・林業

内閣品中

図~11 年齢階層別にみた必要とする地域情報

rω伽ωω叶“

明0.7

噂1.2

図-12 必要とする地域情報
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次に，年齢階膳別に考察すると，特に高齢者が

必要としている情報としては，君田村議会，医療

機関，農業・林業情報が大きくなる傾向にある.

また， 40-49歳の年齢階層では学校・教育，税金・

保険，産業振興， 50“59識の階層は図書館情報，

地域行事，農業・林業，介護保険， 60歳以上の階

層は君悶村議会，医療保健，暮らしに関すること，

介護保険等に関する情報コンテンツの近くにマッ

ピングされている.

結局，一般・地域情報ともに共通している高齢

者が必要としている情報コンテンツは，政治関連

の情報，医療・禍祉に関する情報が多く挙げられ

ており，日常的な情報を望んでいることがわかっ

た.しかし，これらの情報の更新が頻繁であるこ

とが重要であることはいうまでもない.

6.結論

まず，従来の事例研究より整理されて知見は以

下のようにまとめられる.

(1) 高齢者のコンビュータ環境は不十分であるこ

とが明らかにされた.

(2) 商齢者に対する教育，ハード，ソフトの開発

が望まれる.

(3) 全国の多くの行政が情報通信ネットワークを

活用した福祉行政を進めているが，これらはモ

デル事業であり，全岡の山間地や離島に事業を

展開するためには，莫大なコストを要する.投

資するコストに対する効果は全く議論されてい

ない.

次に，使いやすい端末の選定について得られ

た知見は以下のようにまとめられる.

(4) 全国の自治体の事例を調査した結果，ツール

としてはテレピ電話等の双方向の端末が多く用

いられていることが理解できた.

(5) 高齢者が操作の容易な端末として，ペーパー

リモコンで操作するけVIQ端末J.直接聞聞

に触れる「タッチパネル端末Jの2端末が挙げ
られた.これらの端末は，コンピュ…タの機能

を拡張して用いられているため今後は通常の

PCとしても利用可能である.

また，情報コンテンツに関しては以下のよう

になる.

(6) 高齢者が必要としている一般情報としては，

観光・レジャ一等の非日常的な情報よりも日常

的な情報を必要とする傾向がある.特に健康・

福祉情報は他の年齢層と比較しても必要性が高

いことが理解できる.

(7) 必要な地域情報としては，年齢層が上がるに

従い教育，経済，産業に関することから，医療，

福祉に関することに推移している.

(8) 結局，情報化は高齢者の QOLを高めること

に大いに寄与できるものと考える.

今後は，情報を入手する端末のインタフェー

スの向上が更に必要であり 高齢者が必要と考

える情報コンテンツの整備も重要となる.現在

の段階では，コンビュータは充分使いやすいも

のとはいえず，また画期的なインタフェースが

存在しないために反復した指導が必要となる.

上記の結論でも述べたが，高齢者の関心，要望

を満たすことが情報化を成功させる一つの重要

な項目となるため，その要望を具現化するコン

テンツづくりが急務である.今後は，施設利便

性の結果より.外出を代替する情報整備や公共

施設の配置計繭，遠隔医療の有効性の検証にも

役立てるつもりである.
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